
平成１７年（２００５年）１１月１１日発行－５－　　（２０４号） 議 会 だ よ り

板
倉
真
也
（
日
本
共
産
党
）

　

�
�
小
・
中
学
校
の
耐
震
補
強

工
事
で
、
窓
ガ
ラ
ス
対
策
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。
�
窓
ガ
ラ
ス
の

安
全
対
策
基
準
を
確
立
す
べ
き
。

�
市
民
が
多
く
利
用
し
て
い
る
施

設
は
、
強
化
ガ
ラ
ス
ま
た
は
飛
散

防
止
フ
ィ
ル
ム
が
貼
ら
れ
た
も
の

に
す
べ
き
。

　

教
育
部
長　

�
強
化
ガ
ラ
ス
に

す
る
対
応
は
と
っ
て
い
な
い
。
�

全
て
の
校
舎
、
校
庭
に
向
か
う
避

難
路
の
安
全
確
保
の
立
場
か
ら
、

南
側
の
窓
ガ
ラ
ス
を
強
化
ガ
ラ
ス

に
し
た
学
校
や
ベ
ラ
ン
ダ
を
設
置

し
た
学
校
以
外
の
校
舎
を
強
化
ガ

ラ
ス
に
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
の

で
、
平
成　

年
度
以
降
の
耐
震
補

１８

強
工
事
に
合
わ
せ
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

地
震
に
備
え
た
市
施
設
の

窓
ガ
ラ
ス
の
安
全
対
策
を

　

総
務
部
長　

�
市
の
地
域
防
災

計
画
の
改
訂
版
作
成
に
合
わ
せ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。
�
施
設
の

重
要
度
ま
た
は
使
用
人
数
・
使
用

対
象
者
を
含
め
て
調
整
し
、
施
設

の
改
修
工
事
等
に
合
わ
せ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

�
市
有
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含

有
建
材
・
含
有
製
品
の
使
用
状
況

調
査
と
対
策
を
行
う
べ
き
。

　

企
画
財
政
部
長　

今
回
の
調
査

の
中
に
は
含
ん
で
い
な
い
。

　

教
育
部
長　

二
つ
の
小
学
校
で
、

授
業
時
に
使
用
す
る
金
網
に
ア
ス

ベ
ス
ト
が
発
見
さ
れ
、
処
理
し
た
。

新
地
方
行
革
指
針
（
集
中

改
革
プ
ラ
ン
）
に
つ
い
て

高
木
真
人
（
自
由
民
主
）

　

�
総
務
省
発
「
集
中
改
革
プ
ラ

ン
」
�
内
容
に
つ
い
て
�
目
的
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

企
画
財
政
部
長　

�
平
成　

年
１７

度
か
ら
５
か
年
間
に
事
務
事
業
の

再
編
、
整
理
、
廃
止
、
統
合
、
指
定

管
理
者
制
度
の
活
用
を
含
む
民
間

委
託
等
の
推
進
、
４
・
６
％
以
上

の
純
減
に
よ
る
定
員
管
理
の
適
正

化
、
給
与
の
適
正
化
な
ど
行
財
政

改
革
の
推
進
。
�
行
財
政
改
革
の

目
標
及
び
成
果
を
公
表
す
る
こ
と
。

　

�
昭
和　

年
か
ら
８
年
間
の
革

４６

新
市
政
時
代
に
職
員
数
は　

人
か

６６２

ら
千　

人
へ
、
人
件
費
比
率
は

１３０

　

・
２
％
が　

・
２
％
と
大
幅
増

２７

４５

と
な
り
財
政
を
圧
迫
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
９
年
に
始
ま
っ
た
行
財

政
改
革
大
綱
の
も
と
、
職
員
数
並

び
に
人
件
費
比
率
は
急
速
に
改
善

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
成
果
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

人
件
費
比
率
は
大
幅
に

削
減
し
、
財
政
硬
直
化
の
原
因
は

改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

�
職
員
数
の
純
減
率
は
全
国
平

均
で
過
去
５
年
間
４
・
６
％
と
な

り
ま
し
た
が
、
本
市
は
？

　

行
政
管
理
課
長　

全
国
平
均
の

倍
以
上
の　

・　

％
で
す
。

１０

４６

■
こ
れ
ら
の
数
値
か
ら
小
金
井
市

は
人
件
費
の
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
抜
け

出
す
時
期
に
来
て
い
る
と
申
し
上

げ
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。

市
民
農
園
・
高
齢
者
農
園

体
験
型
農
園
に
つ
い
て

中
根
三
枝
（
自
由
民
主
）

　

農
家
の
協
力
で
実
施
さ
れ
て
い

る
農
園
は
、
多
く
の
市
民
に
喜
び

を
与
え
て
く
れ
る
と
同
時
に
、
防

災
空
間
と
し
て
も
重
要
で
す
。
市

民
農
園
は
都
市
型
農
園
、
都
市
近

郊
型
農
園
、
農
山
村
型
農
園
に
分

類
で
き
、
本
市
の
も
の
は
一
番
多

い
と
言
わ
れ
る
都
市
型
農
園
で
す
。

�
応
募
状
況
と
町
別
分
布
、
区
画

数
と
増
設
計
画
。
�
全
市
的
に
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
配
置
に
で
き
な

い
か
。
�
現
在
の
問
題
点
、
借
り

手
の
本
人
確
認
、
期
間
は
２
年
か

ら
３
年
に
延
長
で
き
な
い
か
。

　

市
民
部
長　

�
み
ど
り
市
民
農

園
２
・　

倍
、　

区
画
。
み
ど
り

２３

４１

第
２
、
２
・
６
倍　

区
画
。
く
り

５１

や
ま
２
・　

倍　

区
画
。
ひ
が
し

８８

８０

３
・　

倍　

企
画
で
す
。
今
後
体

５２

３９

験
型
市
民
農
園
を
主
体
的
に
増
設

し
地
域
的
な
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
高
齢
者
農

園
は
、
東
町
、
東
町
二
丁
目
、
梶

野
町
、
緑
町
の
合
計　

区
画
で
す
。

３５４

�
公
平
面
か
ら
現
状
の
２
年
で
当

面
や
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

■
私
は
農
家
の
意
向
調
査
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
者
が
何
を
思
い
、
困
っ
て
い

る
こ
と
は
何
か
を
知
り
、
農
政
に

き
ち
っ
と
目
を
向
け
る
べ
き
と
思

い
ま
す
。
小
金
井
の
都
市
農
業
が

置
き
去
ら
れ
な
い
よ
う
配
慮
を
。

おいしい野菜がとれました（くりやま市民農園）

季節を感じる野川

雨
水
貯
留
の
す
す
め

遠
藤
百
合
子
（
自
由
民
主
）

　

�
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
に
覆
わ
れ
た
地
表
で
雨
水
の

多
く
が
下
水
か
ら
海
に
流
さ
れ
て

い
ま
す
。
雨
の
水
も
大
切
な
資
源

で
あ
り
、
雨
水
浸
透
で
は
そ
の
施

策
で
ト
ッ
プ
の
小
金
井
市
だ
が
�

各
戸
で
の
貯
留
タ
ン
ク
設
置
に
補

助
を
つ
け
な
い
か
。
�
武
蔵
小
金

井
駅
南
口
再
開
発
地
域
の
建
物
等

に
雨
水
貯
留
の
方
針
を
。
�
市
内

各
施
設
の
雨
水
貯
留
の
予
定
は
。

　

市
長　

�
環
境
の
観
点
で
非
常

に
重
要
な
制
度
で
実
現
さ
せ
た
い
。

　

街
づ
く
り
担
当
部
長　

�
建
築

施
設
の
地
下
に
雨
水
貯
留
槽
の
設

置
を
計
画
し
散
水
に
利
用
し
た
い
。

　

環
境
部
長　

�
今
年
度
は
既
存

を
含
め
３
か
所
で
設
置
を
予
定
。

　

�
使
い
捨
て
か
ら
使
い
回
し
へ

意
識
を
移
行
さ
せ
て
い
く
筆
頭
に

レ
ジ
袋
削
減
を
目
途
と
す
る
マ
イ

バ
ッ
グ
持
参
運
動
が
あ
る
。
�
マ

イ
バ
ッ
グ
、
マ
イ
は
し
、
マ
イ
カ

ッ
プ
持
参
運
動
を
進
め
な
い
か
。

�
端
材
を
使
用
し
て
い
る
と
は
い

え
、
廃
棄
さ
れ
る
量
は
膨
大
な
割

り
ば
し
。
割
り
ば
し
文
化
か
ら
の

脱
却
を
図
り
、
ま
ず
は
第
二
庁
舎

の
オ
ア
シ
ス
で
の
置
き
は
し
制
度

を
実
施
し
な
い
か
。

　

環
境
部
長　

�
進
め
た
い
。

　

総
務
部
長　

�
趣
旨
は
大
賛
成

な
の
で
そ
の
方
向
で
考
え
た
い
。

■
他
に
薬
物
乱
用
防
止
を
質
問
。

グ
リ
ー
ン
購
入
で

多
摩
の
森
林
再
生
を

漢
人
明
子
（
み
ど
り
の
風
）

　

�
地
球
温
暖
化
を
始
め
と
し
た

環
境
問
題
へ
の
対
策
と
し
て
、
物

を
買
う
こ
と
を
控
え
買
う
と
き
に

は
で
き
る
限
り
環
境
負
荷
の
少
な

い
物
を
優
先
さ
せ
る
グ
リ
ー
ン
購

入
に
、
市
も
４
年
前
か
ら
取
り
組

ん
で
き
た
。
現
在
初
め
て
そ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
見
直
し
て
い
る
。

�
東
京
都
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
は
、
グ
リ
ー
ン
購
入

法
に
基
づ
い
て
都
内
産
木
材
の
使

用
促
進
を
う
た
っ
て
い
る
。
大
切

な
多
摩
の
森
が
温
暖
化
に
よ
る
エ

ゾ
シ
カ
の
異
常
発
生
と
林
業
の
衰

退
で
荒
廃
し
て
い
る
。
多
摩
産
木

材
の
使
用
を
位
置
づ
け
な
い
か
。

�
環
境
に
配
慮
す
る
業
者
を
優
先

す
る
グ
リ
ー
ン
入
札
の
導
入
を
。

　

環
境
政
策
課
長　

�
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
か
基
本
方
針
に
う
た
う
方
向

で
検
討
す
る
。

　

管
財
課
長　

�
入
札
制
度
の
改

善
検
討
委
員
会
も
含
め
趣
旨
に
沿

っ
た
改
善
を
図
り
た
い
。

　

�
市
内
の
犯
罪
は　

％
が
自
転

３５

車
盗
で
治
安
は
特
に
悪
化
し
て
い

な
い
。
市
長
は
生
活
安
全
条
例
を

つ
く
り
た
い
よ
う
だ
が
冷
静
な
状

況
判
断
が
必
要
。
人
権
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
の
お
そ
れ
も
あ
る
。

　

総
務
部
長　

最
大
限
配
慮
す
る
。

■
他
に
夜
間
・
休
日
の
小
児
医
療

相
談
の
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
＃
８
０
０

０
の
広
報
・
周
知
も
求
め
ま
し
た
。

安全な学校環境を

駅
前
開
発
に
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
を

和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　

�
廃
水
路
の
中
で
遊
歩
道
な
ど

に
適
さ
な
い
所
で
、
沿
路
住
民
が

払
下
げ
を
要
望
し
て
い
る
所
が
あ

る
。
実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。

庁
内
に
要
望
を
受
け
入
れ
る
体
制

づ
く
り
が
必
要
だ
。

　

都
市
建
設
部
長　

廃
滅
水
路
に

つ
い
て
は
平
成　

年
４
月
に
中
央

１４

線
南
側
、
平
成　

年
４
月
に
北
側

１６

が
、
地
方
分
権
一
括
法
で
国
か
ら

譲
与
を
受
け
た
。
一
刻
も
早
く
公

共
利
用
の
図
れ
な
い
場
所
は
、
払

下
げ
の
要
望
に
応
え
て
い
け
る
体

制
づ
く
り
が
必
要
だ
。
件
数
は　
１０

数
件
あ
る
と
踏
ん
で
い
る
。

　

市
長　

積
極
的
に
与
え
る
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

�
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
と

し
て
、
駅
前
開
発
の
道
路
整
備
に

遮
熱
性
舗
装
を
施
し
、
モ
デ
ル
事

業
と
す
べ
き
だ
。
通
常
の
舗
装
で

あ
れ
ば
、
夏
の
昼
間　

度
の
地
表

６０

温
度
に
な
る
が
、　

度
位
に
収
ま

４５

る
。
透
水
性
舗
装
と
併
用
可
だ
。

　

市
長　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
の

再
開
発
は
環
境
に
十
分
配
慮
す
る

よ
う
都
市
再
生
機
構
に
要
請
し
て

い
る
。
実
現
の
方
向
で
検
討
し
た

い
。

　

街
づ
く
り
担
当
部
長　

再
開
発

並
び
に
東
小
金
井
駅
北
口
の
土
地

区
画
整
理
事
業
の
中
で
、
路
面
温

度
の
低
下
工
法
の
導
入
に
つ
い
て

検
討
を
し
た
い
。


